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平成２４年 沖縄県入域観光客統計概況 
 

文化観光スポーツ部 観光政策課 
平成 25 年 1 月発表 

 
入域観光客数（国内＋外国） 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計 前年比

平成23年 406.2 422.5 431.7 367.2 380.2 392.8 500.2 593.2 518.4 515.6 440.7 446.8 5,415.5 △7.5%

平成24年 405.0 434.8 533.1 471.1 434.3 426.4 550.4 607.2 507.3 519.7 483.1 463.4 5,835.8 7.8%

前年比 △0.3% 2.9% 23.5% 28.3% 14.2% 8.6% 10.0% 2.4% △2.1% 0.8% 9.6% 3.7% 7.8%
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平成２４年 観光客数について 

平成２４年（暦年）沖縄県の入域観光客数は、年間 583 万 5,800 人となり、対前年比で 42 万

300 人増加、率にして＋7.8％となった。 

平成２４年の概況として、円高の影響で割安感のある海外競合地、東日本方面、関東の商業施設

等の国内の観光競合地の影響、夏場の繁忙期に襲来した台風の影響等による伸び悩みの要素はあっ

たものの、東日本大震災の観光自粛に伴う反動、国内ＬＣＣの誘客効果、海外からの航空路線拡充

や大型クルーズ船寄港等が寄与したことで好調に推移し、ほぼ一昨年（平成２２年の 585 万 5,100
人）並みの水準となった。 

平成２４年（暦年）の観光客数は、５８３万５,８００人 

対前年（Ｈ２３）比 ＋４２万３００人、＋７．８％ 

・国内：５４５万９,１００人 （＋６．３％） 構成比：93.5% 

・海外： ３７万６,７００人（＋３４．５％） 構成比： 6.5% 
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国内観光客数について 
年間 545 万 9,100 人となり、対前年比で 32 万 3,600 人増加、率にして＋6.3％となった。 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計 前年比

東京 192.9 208.3 251.7 209.2 169.0 190.3 251.4 290.7 247.7 259.2 235.1 223.7 2,729.2 8.1%

関西 66.5 70.2 93.8 86.9 93.0 77.0 88.3 104.6 94.3 83.1 75.2 77.2 1,010.1 0.4%

福岡 52.6 56.0 64.4 53.3 49.3 50.4 57.3 69.1 56.1 58.1 66.9 59.1 692.6 2.1%

名古屋 33.0 39.9 44.5 37.7 32.0 33.5 38.2 41.7 33.8 38.9 37.2 36.9 447.3 3.6%

その他 40.1 44.3 55.8 49.7 50.7 40.4 47.3 56.0 42.9 48.9 54.4 49.4 579.9 17.2%

合計 385.1 418.7 510.2 436.8 394.0 391.6 482.5 562.1 474.8 488.2 468.8 446.3 5,459.1 6.3%

前年比 △1.8% 2.7% 20.5% 24.5% 10.6% 8.3% 4.0% 0.4% △2.4% 2.8% 9.8% 3.2% 6.3%
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東京方面 
  震災復興による東日本方面への旅行需要増加、関東の商業施設（スカイツリー、ＴＤＲ商品等）

の国内観光競合地の影響がったものの、比較的低価格の旅行商品が好調であったこと、成田からの

ＬＣＣ就航（ジェットスタージャパン、エアアジアジャパン）による誘客効果により前年実績を上

回った。 
関西方面 
  前半は九州新幹線による九州方面への旅行需要増加、ＴＤＲ商品の影響はあったものの、特に関

西国際空港からのＬＣＣ就航（ピーチアビエーション、ジェットスタージャパン）による誘客効果

や修学旅行需要の回復等により前年実績を上回った。 
九州方面 
  春、夏の旅行シーズンでは近距離の韓国、直行便があるハワイ方面が好調だったものの、年初と

年末は九州新幹線による九州圏内旅行が落ち着き、沖縄への旅行需要が回復したことで前年実績を

上回った。 
名古屋方面 
  円高の影響により海外競合地の影響はあったものの、県内イベント（花火大会、首里城祭等）、

離島関連商品の旅行会社によるキャンペーン、寒冷による温暖な沖縄への旅行需要が高まり、前年

実績を上回った。 
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外国人観光客についての 
年間 37 万 6,700 人となり、対前年比で 9 万 6,700 人増加、率にして＋34.5％となった。 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計 前年比

台湾 5.0 3.5 3.6 14.2 17.8 14.5 23.2 17.3 15.5 15.8 5.1 5.1 140.6 24.4%

韓国 4.0 4.7 2.4 2.1 1.6 2.2 2.5 2.4 1.9 2.3 2.6 5.5 34.2 50.7%

中国本土 4.6 2.7 6.0 5.7 6.4 5.8 18.7 11.0 4.2 2.9 0.7 0.8 69.5 110.6%

香港 4.4 3.5 5.0 4.4 4.7 6.7 8.2 7.3 5.4 3.4 2.0 3.0 58.0 13.3%

その他 1.9 1.7 5.9 7.9 9.8 5.6 15.3 7.1 5.5 7.1 3.9 2.7 74.4 23.8%

合計 19.9 16.1 22.9 34.3 40.3 34.8 67.9 45.1 32.5 31.5 14.3 17.1 376.7 34.5%

前年比 40.1% 8.1% 172.6% 110.4% 67.9% 11.2% 87.1% 34.2% 1.2% △22.8% 2.9% 20.4% 34.5%
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台湾 
  オープンスカイ協定（H23/11）締結による新規航空路線（復興航空、華信航空）の就航により

空路客を中心に大幅な増加となった。沖縄への旅行需要は比較的安定しており、尖閣関連の影響も

あまり見られない。 
韓国 
  沖縄でのドラマ撮影、テレビショッピングの商品販売、プロ野球の沖縄キャンプ等により沖縄の

知名度が定着しつつあり年々観光客数が増加している。特に年末にかけてはアシアナ航空によるソ

ウル線増便、釜山からのチャーター、初の海外 LCC ジンエアーの就航により大幅な増加となった。 
中国本土 
  昨年の数次ビザ発行（H23/7）以降、H23 年前半は上海からの中国東方航空のみだった航空路線

は北京からの海南航空、中国国際航空の新規就航を加え、さらに７、８月には大型クルーズ船の寄

港により観光客数は大幅な増加となった。９月以降、尖閣諸島関連の影響により厳しい状況が続い

ているが、年末からは減少傾向の下げ止まりの傾向もみられる。 
香港 
  平成２４年前半は震災の影響からは回復し、香港からの沖縄への旅行需要は安定していたため好

調に推移していた。１０月以降、尖閣諸島関連の影響が顕著に見え始め、観光客数が減少傾向にあ

るが、中国本土ほどの影響は見られず、香港についても年末から減少傾向の下げ止まり傾向が見ら

れる。 


